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平成 29 年度 第 3 回 日進市立図書館協議会議事録 

日  時 平成 30 年 3 月 16 日(金) 午後 2 時 00 分から午後 3時 10 分まで 

場  所 図書館 2 階 会議室 

委員出席者 

（順不同） 

（委員長）堀部一成 

（委員） 今村かおり、福岡克二、星野昭治、小島真奈美、大久保恵理子 

嶋田明子、水藤芳枝、鬼頭紗恵 

委員欠席者 福永智子 

事 務 局 
（教育部長）西村幸三 （図書館長）近藤香織 （主幹）丹羽陽一 

（館長補佐）梅田昌嗣 （管理係長）安藤英樹 

傍聴の可否  可 

傍聴の有無  無 

次  第 

1 あいさつ 

2 議題 

（1）平成 29 年度事業進捗状況について 

（2）平成 30 年度事業計画(案)について 

3 その他 

資  料 
（資料 1）平成 29 年度 図書館事業進捗状況報告 

（資料 2）平成 30 年度 図書館事業計画(案) 

発 言 者 内               容 

 

 

事務局 

 

 

教育部長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

開 会（午後 2時 00 分） 

 

ただいまから、平成 29 年度第 3回図書館協議会を開催いたします。 

はじめに、西村教育部長よりごあいさつ申し上げます。 

 

 （あいさつ） 

 

この協議会は、日進市立図書館規則第 19 条第 2 項により過半数の出席が

なければ開くことができないと規定されておりますが、本日は 9名の出席が

ございますので、会議は成立することを確認いたします。 

日進市立図書館規則第 18 条第 2 項の規定に基づき、議事進行を委員長に

お願いいたします。 

 

議題（1）平成 29 年度事業進捗状況について、事務局から説明願います。 

 

（資料 1・平成 29 年度 図書館事業進捗状況報告の説明） 

 



 2 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

ただいまの説明について、ご意見等ございませんか。 

 

Ｐ.1「1」(1)利用者件数の合計が 22 万件、Ｐ.2(2)貸出件数が合計 100

万点となっているが、1人あたり 4～5冊ずつ貸し出したということですか。 

 

その通りです。 

 

Ｐ.4「2」(1)の入館者数が 51 万人となっているが、どのようにカウント

されているのでしょうか。 

 

図書コーナーの入口にＩＣゲートがあり、そこを通過するとカウントされ

るしくみになっています。本を借りられない方や、何度も行き来された場合

にもカウントするようになっているため、正確な数値ではありませんが、 

目安にはなると思います。 

 

Ｐ.11「6」(4)の子ども選書体験について、2,000 冊の中から選ばれたと

いうことでしょうか。 

 

その通りです。人気のあるものだけでなく、色々なジャンルを用意したの

で、子どもたちの視野を広げる一助となるよう企画しました。実際に選ばれ

た本はＹＡコーナーに配架しましたが、自分たちと同じ年代の人が選んだ 

本ということもあり、興味や関心を持っていただけたのではないかと思って

おります。 

 

写真付きで、とてもわかりやすく展示されてあると感じました。 

 

Ｐ.7「4」(3)の地域連携事業・めりーらいんについて、図書館が地域の方

に対する健康支援の情報提供を担っておられるということですが、個人的な

病気の相談を受け付けているわけではなく、病気について知りたい情報を 

提供しているということですか。 

 

個人的な病気の相談を受けているわけではなく、例えば自分の心配事や 

何かの病気について調べたいとの申し出に対し、どのように調べたらいいの

か、パスファインダーというツールを用いて調べ方をお示ししています。 

パスファインダーは、愛知医科大学及び近隣市との連携により、作成して 

います。開始から 10 年ほどになりますが、ＰＲが少し足りていないとも  

感じておりますので、積極的に周知してまいります。 

 

特設コーナーのようなものがあるのですか。 

 

雑誌架の近くに医療関連本の書架があり、その辺りにパスファインダーを

手にとっていただく場所を設けております。 
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委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員という立場になって、初めて知ることもたくさんあった。きめ細かに

運営されてはいるが、あまり周知されておらず残念なことも多い。ビブリオ

バトルにしても、新聞だけでなく動画で宣伝されると非常に効果的であると

感じます。広報誌にもイベントは掲載されているが、ＰＲの手法について 

工夫されたら思います。 

 

エントランスなどでビブリオバトルの本を紹介されてはどうでしょう。 

 

受付近くの新刊本を紹介するコーナーに、1 ヶ月間ほどコーナーを設けて

紹介しておりました。 

 

興味のある人は積極的に情報を探しに行くが、例えばプライムツリーの 

図書館コーナーにもポスターの掲示をしたりして、興味のない人たちの目に

止まる工夫をされてはどうでしょうか。 

 

プライムツリーはとても集客力があり、図書館コーナーも人目につく場所

にあるので、ＰＲ拠点として最大限の活用を図ってまいります。 

 

 Ｐ.4「2」施設利用件数について、利用対象が拡大されたとのことですが。 

 

市内の社会教育団体等は利用希望日の 6 ヶ月前から、一般利用は 3 ヶ月前

から予約受付するよう変更いたしました。 

 

一般利用も 6 ヶ月前から受付できるよう検討いただけたらと思います。 

 

よろしいでしょうか。 

次に議題（2）平成 30 年度事業計画(案)について、事務局から説明願い  

ます。 

 

（資料 2・平成 30 年度 図書館事業計画(案)の説明） 

 

ただいまの説明について、ご意見等ございませんか。 

 

ビブリオバトルが夏休みに計画されていますが、どのように募集されます

か。また今年度出席して思ったのは、子ども図書館会議を始めますとのアナ

ウンスの後にビブリオバトルが開催されましたが、子ども図書館会議という

ものはどのように位置づけられているのかお尋ねします。 

 

図書について考えてもらう機会をとの思いから、子ども図書館会議の一環

としてビブリオバトルを開催しました。会議とありますが、集まって話し 

合うだけが会議ではなく、事業の総称であると考えております。また募集 

方法につきましても、相談しながら進めさせていただきたいと思います。 
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委員 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

学校行事も多く、夏休みの開催となると、準備期間が短くなるため人選が

難しくなるのではと懸念しております。1学期には大きな行事があり、子ど

もたちそれぞれが役割を持ち、また部活もある中でどれだけ集まるかが不安

なところもありますので、学校行事等を考慮いただけるとありがたいです。 

 

発表者は図書委員が多いのですか。 

 

全生徒に告知しているので、そのようなことはありません。 

 

発表者については、学校による選別はありません。また、面白く本を紹介

しようという自主的な思いの発表であり、学校の活動とは異なる市の事業で

あるため、発表の内容を先生にご指導いただくというものではありません。 

学校行事で多忙であるということは承知しておりますが、市の事業とし

て、本に親しんでいただくという「子ども読書活動推進計画」に基づき取り

組んでいる事業ですので、学校へご協力をお願いしています。開催時期につ

きましても、各校長先生と調整の結果、実施可能であると見込まれる日をご

提案いたしますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

学校が休みの日に図書館で開催するイベントであるため、学校からの指導

が入ると、発表者間の公平性が保てなくなるところがあります。今年度に 

ついては、全体的に非常にいい発表であったと感じています。 

 

多くの応募があった場合、どのようにされますか。 

 

学校にお任せするのではなく、図書館から出向いて１次審査を行い、発表

者を選考する予定です。生徒の参加しやすさや安全管理等を考え、今年度と

同様に場所を学校にお借りして選考を行うという方法を予定しております。 

 

学校図書館を中心に発表者を募るということはできませんか。 

 

学校との折り合いが付けば、協力の上でという可能性もありますが、学校

教育の場であり、市が主体となるのではなく、各学校の自主性を尊重すべき

と考えます。行事多忙な中、できる学校とできない学校との差が生じること

もありますので、今後の展開における課題のひとつと考えております。「子

ども読書活動推進計画」に基づき今年度から事業が実施され、試行錯誤を重

ねているところでありますので、委員の皆様や学校などからご意見を頂戴

し、よりよいものにしていきたいと考えております。ご支援賜りますよう、

お願いいたします。 

 

応募は図書館へ直接するのでしょうか。 

 

募集は学校を通じて行いますが、応募は図書館へお願いしております。 
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委員長 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

よろしいでしょうか。 

次に 3.その他について、事務局から説明願います。 

 

（事務連絡等） 

 

本日の議題の全てが終了しました。 

事務局へお返しします。 

 

これをもちまして、第 3回図書館協議会を終了します。 

ありがとうございました。 

 

午後 3 時 10 分終了 

 

 


